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　いよいよ4月になり、新たな環境で、仕事に臨まれる方も多いのでは
ないでしょうか？…などといわれると、素直な私はリフレッシュした気持
ちになったりするのですが、ここでふと疑問が浮かびます。「そういえ
ば、1月にも同じようなことを言われた気がする。どうして1月に『新年』
を迎えたのに、4月にまた『新年度』を迎えるのだ？』
　調べてみると、これには日本の生活周期が関係していたようです。明
治時代、日本の税収源の米は、農家が秋に収穫した後、現金化して納税
していました。そのため、新年度のスタートを1月にすると予算編成が間
に合わず、４月にしたのだとか。※諸説あります
　会計期間ひとつ取っても、奥深い日本の文化・歴史が隠されていま
す。ふとしたことからも、先人の知恵に学んでいきたいですね。（あ）

＜編集後記＞
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太田孝昭が語る春夏秋冬
「挑戦者求む」

全社員が対象の「ＯＡＧ Challenge Award 2019」を創設！

企業の安定的な発展のために
内部不正の調査結果が示す対策の必要性
ＯＡＧ監査法人　大阪事務所　辻　泰崇

ＯＡＧグループの経営計画発表会を開催しました

私のOff-Time

今後のセミナー開催予定

2019年3月25日発行

2019 年 4月号

168Vol.

元気な企業をつくる！

《今後のセミナー開催予定》

菜の花が満開と聞いて、三浦半島の「長井海の手公園」、通称「ソレイユの丘」を訪ねました。東京から京浜急
行の終点「三崎口」駅まで1時間半、駅からバスで15分の所にあります。菜の花と相模湾と富士山のコラボが
撮れるということでしたが、残念ながら富士山の姿は見えず、しかし相模湾に浮かぶ江ノ島は撮ることができ
ました。ウィークデイの風が冷たい日で閑散としていましたが、カメラ片手の中高年が菜の花を写真に収め
ていました。三浦半島は30年前に子供を連れて海水浴に来たことがありますが、折角ですから軍港都市を見
ようと、初めて京急「横須賀中央」駅に降り立ちました。先ずは、世界三大記念艦の一つである「三笠」が保存
されている三笠公園で、日露戦争で活躍した「三笠」の艦内を見学。その後、米軍と海上自衛隊の艦艇が見え
る港までブラブラ歩きました。米軍基地の街なので飲食店や雑貨店などには横文字の看板が目立ち、海岸線
に丘陵が迫り、住居が所狭しと並んでいて、坂とトンネルが多い印象でした。横須賀グルメの定番・海軍カ
レーを食べる時間も無く、汐入駅から電車に飛び乗ったいつもながらの慌しい旅でした。
※ソレイユの丘：相模湾、富士山、湘南を望む岬に広がる「ソレイユの丘」。春は菜の花、秋はコスモスが咲き
　　　　　　　　誇ります。広い園内では、四季を通じて野菜や果物の収穫体験もできます。ふれあい動物村
　　　　　　　　では、カピバラやカンガルー等かわいい動物との触れ合いも楽しめます。
※三笠公園：京急「横須賀中央駅」から徒歩15分の所にある三笠公園は「水と光と音」がテーマで、音楽に合
　　　　　　わせて舞う噴水や、ダイナミックな壁泉、高さ18メートルのモニュメントなどが多数点在し、芸術
　　　　　　と歴史を体感できます。戦艦「三笠」の後ろには、東京湾を行き交う船や猿島も望めます。

http://www.oag-tax.co.jp/
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開催日 名　称 会　場

※セミナーに関するお問い合わせは、広報誌担当（03-3237-7500）までご連絡ください（【有料】表示以外は無料です）

ソレイユの丘の菜の花畑 戦艦「三笠」江ノ島
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ＯＡＧ税理士法人7階セミナールーム（JR・地下鉄市ヶ谷駅徒歩3分）　5月23日（木）
 

事業承継セミナー



　ＯＡＧは昨年創業30年を迎え、新たにグループ全体のテーマとして「チャレンジ」を掲げました。次の30年を見据えたとき、ＡＩが人
間の知能を追い越して世界を激変させていることは間違いありません。今後もＯＡＧがお客様の新しいチャレンジをサポートするた
めには、ＯＡＧ自身が環境の変化に対してチャレンジし続け、お客様と共に成長していく必要があります。
　そこで、「チャレンジ」を実践するために、社員自らが提案・実行し、その成果を表彰する「ＯＡＧ Challenge Award 2019」を創設しま
した。グループの全社員（パート・アルバイトを含む）が対象で、会社・部門の枠を越えて3人以上のチームを作り、3月31日までにエント
リーします。4月から半年間活動した成果を11月にＯＡＧグループ取締役会で選考し、選出されたチームは12月にＯＡＧグループの全
社員が集う「ＯＡＧミーティング」で発表後、社員投票によって優勝チームを決定します。
　チャレンジは、行動につながらなければ意味がありません。そこで、ポスターも作り、社内のいたる所に貼って、取り組みへの意識を
高めています。どのようなテーマが実践され、皆さまのお役に立っていくのか、私達もとてもわくわくしています。ぜひ皆様も新しい
チャレンジをしてみてください。

い。

　昨年、30周年を迎えるにあたって、「チャレンジ30」をテーマに据えました。それは、ＡＩ・バイオ・
遺伝子操作・ｉＰＳ細胞・人間の能力を超えるロボット等、一昔前ならマンガの世界であったものが、
次々と実現していき、しかもそのスピードが格段に速くなり、全ての変化が相互に影響しあって押し
寄せています。
　我々会計事務所業界もＡＩに取って代わられると、周りの人々は言っております。現に、マネー
フォワードやフリー（両社とも会計ソフトの会社で上場企業であったり、大会社が資本等を入れたり
しています）は、会計事務所の脅威です。ついそこまで、ＡＩが迫ってきている感があります。
　これは何も、会計事務所業界だけではありません。人間が必要なくなるといっている訳ではあり
ませんが、従来の人がやっていた仕事はおおよそＡＩに置き換えられると考えておいた方が良さそ
うです。
　そうなると、仕事の中身を変えていく必要があります。しかし、このことがピンと来ているかという
と、そうでもありません。
　そこで、「チャレンジ30」を実行に移すべく、広く社員に呼び掛けたものが、標題の刺激的なタイト
ル「挑戦者求む」です。
　この「挑戦者求む」で最も有名なのが、1914年にロンドンの新聞に掲載された広告です。
「求む男子。至難の旅。
僅かな報酬、極寒、暗黒の長い日々、絶えざる危険、生還の保証無し。
ただし、成功の暁には名誉と賞賛を得る。　――アーネスト・シャクルトン」
　この広告は、南極点に行こうという、大冒険行の団員募集広告です。当時、南極は未到の地です。
氷点下何十度にもなり、かつオーストラリアの2倍の面積を持つ大陸です。無謀な冒険といわれても
しかたないかもしれません。しかし、この広告でロンドン中が湧き上がり、採用面接には長蛇の列が
出来たそうです。
　シャクルトンの冒険行とは比較にはなりませんが、ＯＡＧもチャレンジしなければ生き残れない
訳です。そこでこのような刺激的なタイトルにして、社員全員のチャレンジ精神を奮い立たせようと
思ったのです。
　運動は、往々にして運動で終わりがちです。それでは、何にもなりません。「結果が全て」。それが
経営なんですね。
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「挑戦者求む」

全社員が対象の「ＯＡＧ Challenge Award 2019」を創設！

▶　チャレンジテーマ　◀

ＯＡＧ Challenge Award 2019ＯＡＧ Challenge Award 2019

ＯＡＧのビジョンである「プラスＯＮＥ」の実践

生産性向上に向けた業務改善・効率化活動

『プラスＯＮＥ』にチャレンジ
（顧客活動）

『カイゼン』にチャレンジ
（社内活動）

▶　創設の目的　◀

チャレンジしやすい環境を作る 自ら主体的に行動する組織へ

チャレンジを讃える風土を作る 失敗を恐れない組織へ

チャレンジを通してコミュニケーションを活発にする 連携力の高い組織へ
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　横領等の不正は長期間継続
することが多く、1回ごとの金額
が少なくても、結果として損害額
は膨れ上がります。また、不正が
発覚すると、実際の損害額に加
えて、調査や対応するための人
件費等さまざまな追加コストや
風評被害などの二次被害も発
生します。
　不正が潜在的で発覚していな
い場合には、不正を行っている
従業員以外にも悪影響を及ぼし
かねません。右図のように、不正
（特に横領）が行われている環
境では、他の従業員にも伝染し
ていく傾向があります。不正を早
期発見する体制などが不可欠
で、それが従業員間の伝染を防
ぐことにもつながります。
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ＯＡＧ監査法人　大阪事務所　辻　泰崇

内部不正の調査結果が示す対策の必要性
企業の安定的な発展のために

　　　　　　

企業規模や業種を問わずに発生している「社員による不正」

《内部統制の構築と多面的な不正防止対策はＯＡＧ監査法人におまかせください》

お問い合せ先 ＯＡＧ監査法人 06-6310-3200

豊富なノウハウと多角的な視点から、お客様の最適解を導くコンサルティングをご提供しています。医療法人・社会
福祉法人等、非営利会計分野においても、非常に高い専門性を有しております。

　解体工事業者の社員が17年間
に渡り総額5億円も横領してミッ
キーマウスをモチーフにした家ま
で建てたという事件や国際ロマン
ス詐欺で騙された医療法人の経
理担当者が数カ月間で1億円を横
領した事件など、大企業だけでな
く中小企業、医療法人、社会福祉
法人等でも巨額の不正事件が発
生しています。過去3年間に不正
が1件以上発覚した企業は46.5％
に達しているという調査もあり、不
正事件は他人事ではありません。

実損額だけでは済まない不正の影響

　近年、さまざまな企業で不正が発覚し、メディアを騒がせています。特に、日本では根底に性善説があり、不正対応が事
後的になりがちです。「我が社に不正はない」「不正をするような従業員は採用していない」というお話もよくお伺いしま
すが、現実にはいろいろな不正が発生しています。今号では、不正の実態や影響、具体的な対策などを考えていきます。

　不正は「人間が自身をとりまく『環境』の影響を受けて、良心の呵責を抑えて起こしてしまう」＝「人間の本質的な弱さによって発生する」
ものです。「真面目な社員でも不正に手を染める可能性がある」という点に留意する必要があります。

不正が発生する本質的な原因は、
「人間の持つ本質的な弱さ」
不正が発生する本質的な原因は、
「人間の持つ本質的な弱さ」

「人間が働いている」という点は、
すべての企業に共通する
「人間が働いている」という点は、
すべての企業に共通する すべての会社で不正は起こり得るすべての会社で不正は起こり得る

■調査対象企業の従業員数

100人未満
100～300人未満
300～500人未満
500～1,000人未満
1,000～3,000人未満
3,000～5,000人未満
5,000～1万人未満
1万人以上

合　計

56
55
29
61
59
25
10
8

303

18.5
18.2
9.6
20.1
19.5
8.3
3.3
2.6

100.0

回答企業数 構成比（％）

1件
15.2％
1件
15.2％

2~5件
21.1％
2~5件
21.1％

6件以上
10.2％
6件以上
10.2％

いいえ
（0件）
10.2％

いいえ
（0件）
10.2％

無回答　1.3％

1件以上
46.5％

出典：Japan Fraud Survey 2018-2020, デロイト トーマツＦＡＳ（株）

不正の実態は多種多様

　日本公認不正検査士協会（ACFE JAPAN)では、以下のように不正を体系化しており、数多くの類型があることが分かります。

汚職 資産の不正流用 財務諸表不正

利益相反

利益相反

利益供与の強要贈収賄 違法な謝礼 資産/収益過大計上

購買関連

販売関連

不正なキックバック

不正入札

領収現金窃盗

現金預金

不正支出

スキミング ラーセニー

売上金 売掛金 返金その他

不計上

過小計上

帳簿からの抹消

ラッピング

請求書 給与 経費精算 小切手改竄 レジ

隠蔽せず

架空会社

通常の取引業務

私的な購入

架空従業員

勤務時間・時給改竄

歩合給過大計上

虚偽の使途

経費水増し

架空経費

多重精算

振出人署名偽造

裏書偽造

受取人改竄

署名権者本人による

虚偽の取消

虚偽の返金

棚卸資産/その他の資産

不正使用 改竄

資産の出庫・移動時

虚偽の売上/出荷

隠蔽せず

計上時期の操作

架空収益

負債/費用の隠蔽

不適正な資産評価

不適正な情報開示

計上時期の操作

利益の過少計上

負債/費用の水増し

不適正な資産評価

資産/収益過小計上

　不正の発生状況の調査では、
右図のように圧倒的に「資産の
横領」が多く、過去数年の調査結
果からも同様の傾向が見られま
した。内訳を2014年のデータで
見ると、窃盗（現預金、在庫）
37%、不正支出18%、売上入金
11%でした。横領は不正の中で
も特に発生しやすく、損害額が
大きいことにも注意が必要です。

不正の発生状況／出典：「Japan Fraud Survey 2018-2020」／デロイト トーマツＦＡＳ（株）
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会社資産の横領／汚職等による
資産流出額（不正実行金額総額）
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不正発覚に伴う追加費用・損額
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不正の損害額と損害規模別の割合／出典：「Japan Fraud Survey 2018-2020」／デロイト トーマツＦＡＳ（株）
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不正が
簡単に可能

　不正は「人間の持つ本質的な弱さ」によって起こる以上、
企業に不正防止体制がなければ、従業員各自の倫理観に頼
るしかありません。それは、従業員に負荷を掛けている状態
です。企業には、魔が差さない仕組みや迷ったときに依拠で
きるルール、不正を早期発見する体制などが不可欠です。
　実際の不正対策では、不正が起こらないようにする「守り
の対策」と調査等により積極的に不正を発見する「攻めの対
策」を一体的に行う必要があります。

社内の不正防止体制の構築が必要

内部統制の構築 定期的な実査
守りの対策 攻めの対策

社員間、上席によるチェック体制 現金、現金同等物、固定資産等の現物を確認
各種規程の整備
業務体制の検討

企業理念、行動指針等による心理面からの抑制
業務の“見られる化”、ジョブローテーションの実施

現場への立会
証明書の入手

棚卸の立会等、従業員の業務を観察
金融機関や債権債務の残高証明書を入手

出典：「REPORT TO THE NATION 2018年度版」／ACFE JAPAN



　横領等の不正は長期間継続
することが多く、1回ごとの金額
が少なくても、結果として損害額
は膨れ上がります。また、不正が
発覚すると、実際の損害額に加
えて、調査や対応するための人
件費等さまざまな追加コストや
風評被害などの二次被害も発
生します。
　不正が潜在的で発覚していな
い場合には、不正を行っている
従業員以外にも悪影響を及ぼし
かねません。右図のように、不正
（特に横領）が行われている環
境では、他の従業員にも伝染し
ていく傾向があります。不正を早
期発見する体制などが不可欠
で、それが従業員間の伝染を防
ぐことにもつながります。
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ＯＡＧ監査法人　大阪事務所　辻　泰崇

内部不正の調査結果が示す対策の必要性
企業の安定的な発展のために

　　　　　　

企業規模や業種を問わずに発生している「社員による不正」

《内部統制の構築と多面的な不正防止対策はＯＡＧ監査法人におまかせください》

お問い合せ先 ＯＡＧ監査法人 06-6310-3200

豊富なノウハウと多角的な視点から、お客様の最適解を導くコンサルティングをご提供しています。医療法人・社会
福祉法人等、非営利会計分野においても、非常に高い専門性を有しております。

　解体工事業者の社員が17年間
に渡り総額5億円も横領してミッ
キーマウスをモチーフにした家ま
で建てたという事件や国際ロマン
ス詐欺で騙された医療法人の経
理担当者が数カ月間で1億円を横
領した事件など、大企業だけでな
く中小企業、医療法人、社会福祉
法人等でも巨額の不正事件が発
生しています。過去3年間に不正
が1件以上発覚した企業は46.5％
に達しているという調査もあり、不
正事件は他人事ではありません。

実損額だけでは済まない不正の影響

　近年、さまざまな企業で不正が発覚し、メディアを騒がせています。特に、日本では根底に性善説があり、不正対応が事
後的になりがちです。「我が社に不正はない」「不正をするような従業員は採用していない」というお話もよくお伺いしま
すが、現実にはいろいろな不正が発生しています。今号では、不正の実態や影響、具体的な対策などを考えていきます。

　不正は「人間が自身をとりまく『環境』の影響を受けて、良心の呵責を抑えて起こしてしまう」＝「人間の本質的な弱さによって発生する」
ものです。「真面目な社員でも不正に手を染める可能性がある」という点に留意する必要があります。

不正が発生する本質的な原因は、
「人間の持つ本質的な弱さ」
不正が発生する本質的な原因は、
「人間の持つ本質的な弱さ」

「人間が働いている」という点は、
すべての企業に共通する
「人間が働いている」という点は、
すべての企業に共通する すべての会社で不正は起こり得るすべての会社で不正は起こり得る

■調査対象企業の従業員数

100人未満
100～300人未満
300～500人未満
500～1,000人未満
1,000～3,000人未満
3,000～5,000人未満
5,000～1万人未満
1万人以上

合　計

56
55
29
61
59
25
10
8

303

18.5
18.2
9.6
20.1
19.5
8.3
3.3
2.6

100.0

回答企業数 構成比（％）

1件
15.2％
1件
15.2％

2~5件
21.1％
2~5件
21.1％

6件以上
10.2％
6件以上
10.2％

いいえ
（0件）
10.2％

いいえ
（0件）
10.2％

無回答　1.3％

1件以上
46.5％

出典：Japan Fraud Survey 2018-2020, デロイト トーマツＦＡＳ（株）

不正の実態は多種多様

　日本公認不正検査士協会（ACFE JAPAN)では、以下のように不正を体系化しており、数多くの類型があることが分かります。

汚職 資産の不正流用 財務諸表不正
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購買関連

販売関連

不正なキックバック

不正入札

領収現金窃盗

現金預金

不正支出

スキミング ラーセニー

売上金 売掛金 返金その他

不計上

過小計上

帳簿からの抹消

ラッピング

請求書 給与 経費精算 小切手改竄 レジ

隠蔽せず

架空会社

通常の取引業務

私的な購入

架空従業員

勤務時間・時給改竄

歩合給過大計上

虚偽の使途

経費水増し

架空経費

多重精算

振出人署名偽造

裏書偽造

受取人改竄

署名権者本人による

虚偽の取消

虚偽の返金

棚卸資産/その他の資産

不正使用 改竄

資産の出庫・移動時

虚偽の売上/出荷

隠蔽せず

計上時期の操作

架空収益

負債/費用の隠蔽

不適正な資産評価

不適正な情報開示

計上時期の操作

利益の過少計上

負債/費用の水増し

不適正な資産評価

資産/収益過小計上

　不正の発生状況の調査では、
右図のように圧倒的に「資産の
横領」が多く、過去数年の調査結
果からも同様の傾向が見られま
した。内訳を2014年のデータで
見ると、窃盗（現預金、在庫）
37%、不正支出18%、売上入金
11%でした。横領は不正の中で
も特に発生しやすく、損害額が
大きいことにも注意が必要です。

不正の発生状況／出典：「Japan Fraud Survey 2018-2020」／デロイト トーマツＦＡＳ（株）

横領
（窃盗、不正支出等）

会計不正
（架空売上、費用隠蔽等）

情報漏洩 データ偽装
（品質、産地、信用情報等）

　カルテル
　・談合

贈収賄 利益相反 　インサイダー
　取引

（%）70

60

50

40

30

20

10

0

66.7

53.2

31.2

17.0
23.4

9.9
17.0

7.8 9.2
4.3 5.7 2.1 3.5 1.4 2.8 0.0

発生した不正事例のタイプ（複数回答）
最も損害金額が大きかった不正事例のタイプ（単一回答）

会社資産の横領／汚職等による
資産流出額（不正実行金額総額）

不適切な会計処理の実行金額

不正発覚に伴う追加費用・損額

51.1 10.6 27.07.1

3.5 0.7

41.8 4.3 44.0

2.8 2.1

5.0

47.5 9.9 30.5

3.5 3.5

5.0

平均損害額
1.18億円

3.81億円

3.31億円

0 50 100(%)

1,000万円未満
1,000万円～5,000万円未満
5,000万円～1億円未満
1億円～10億円未満
10億円以上
無回答

不正の損害額と損害規模別の割合／出典：「Japan Fraud Survey 2018-2020」／デロイト トーマツＦＡＳ（株）

不正は社内で伝染する

￥￥ ￥￥ ￥￥

横領横領 横領横領 横領横領

￥￥

横領横領 横領横領

￥￥￥￥

横領横領 将来将来 更に
将来
更に
将来

・あの人だけズルい
・あんなに簡単にできるなら、
　自分も…

・みんなやっているし…
・そもそも、そんなに悪いこと
　とは思わない

真面目な
従業員

不正対策
実施

不正対策
未実施 自分の倫理

観で判断
魔が差す 他の従業員

にも伝染

不正が
しにくい

不正が
簡単に可能

　不正は「人間の持つ本質的な弱さ」によって起こる以上、
企業に不正防止体制がなければ、従業員各自の倫理観に頼
るしかありません。それは、従業員に負荷を掛けている状態
です。企業には、魔が差さない仕組みや迷ったときに依拠で
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　実際の不正対策では、不正が起こらないようにする「守り
の対策」と調査等により積極的に不正を発見する「攻めの対
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　熱のこもった発表会の後は、火照った心を癒
やす懇親会！
　ところが、人数の数倍も用意した缶ビールが
次々と空に…。足りなくなることを心配する運営
サイドをよそに、会場はクールダウンどころか、
ますますヒートアップ？

　グループ内の情報共有の場として、ＯＡＧグループ各社のマネジャー層を集めた経営計画発表会を開催しました。ＯＡＧグループ
は、お客様の多くのご要望や課題に応えるために、さまざまなサービス領域に進出し、ワンストップサービスを提供できる環境を作っ

てまいりました。お客様を取り巻く環境が激変を続ける中で、お客様に最適なサ
ポートを提供し続けるためには、グループの各社が自立すると共に、連携を強
化していくことがますます求められています。そこで、グループ内でどの様なシ
ナジーを生み出すことができるのかを、マネジャー層がより深く理解することを
目的に、今回の発表会を設けました。
　冒頭では、ＯＡＧグループ代表の太田孝昭が「ＯＡＧがお客様の成長を支え、
お客様にとって必要なさまざまなサービスを提供することで、インフラになって
いこう」と呼びかけ、全体方針を共有しました。
　続いて、今回の責任者でありＯＡＧグループ取締役の田中繁明（ＯＡＧコンサ
ルティング代表取締役社長）が「常に心がけなければならないのは、お客様の
課題をいち早く発見して、お客様に最適なサポートを提供することです。グルー
プの各社は、さまざまなサービスを展開しており、お客様の課題を共有できれ
ば、グループ力を生かした的確な提案を行えます」と、グループの有機的な連携
の必要性を訴えました。
　各社の発表では、最初にＯＡＧ税理士法人代表社員の鶴井秀雄が「現場がグ
ループの横連携を意識して動くことが大切です。お客様のニーズを掘り起こすこ
とが、ＯＡＧグループの成長を促すことにもなります」と、現場力の向上がカギを
握ることを指摘しました。
　その後、グループ各社の各セグメントの代表者が自社の実績と課題、経営計
画を発表しました。発表後にはマネジャー層から経営層に対しての質問時間を
設け、グループ運営の活性化に向けて、質疑やディスカッションが続きました。
　今回の経営計画発表会は、普段話すチャンスが少ない社員同士が、相互に理
解を深めることができた貴重な機会にもなりました。その点では、シナジー効果
を発揮するためのキックオフミーティングと呼ぶこともできそうです。
　ＯＡＧは、これからもお客様のさまざまな課題を解決するために、グループの
総力を結集してまいります。ＯＡＧグループの「サービス力の向上」＝「“プラスワ
ン”のサポート」に、ぜひご期待ください。

「剣道と私」
（株）ＯＡＧコンサルティング　川井愼介

私のOf　f-Time

私たちＯＡＧグループ各社は、常にお客さまと共に歩み、最も信頼されるパートナーでありたいと考えており
ます。徹頭徹尾、皆さまのお役に立つこと。それが、私たちの存立基盤です。本誌の記事に対するご意見、
弊社グループ各社に対するご要望等、何でも結構です。ふと思い付かれたご提案でも構いません。お気軽
にご連絡を頂ければ幸いです。

ご意見・ご要望はこちらへ　→　ＯＡＧグループ　グループ戦略部　広報　Tel.03-3237-7500

本誌・ＯＡＧグループに対するご意見・ご要望をお寄せ下さい

0706

　「剣道なんて、やめてやる！！」
　指導者である父に向かって、こう言って反抗してから、は
や24年。今では、すっかり剣道の魅力に取りつかれてしま
いました。毎週土曜日の午前中から中野の実業団剣道
チームで2~3時間ほど汗を流して、週4日のトレーニングも
欠かしません。剣道を通じて年齢や職業、国籍を超えてた
くさんの友人ができ、今ではその繋がりを大切にしたい、
もっと強くなって、周囲の期待に応えたいという思いで稽
古に励んでいます。
　剣道には、相手との距離感や、いつ・どのタイミングで、
どの技を出すのか、試合をいかにして支配するのか等々、
的確な判断や対応が求められます。それが面白さの一つ
で、商談と似たところがあるとも感じています。
　剣道を始めたきっかけは、父が元国体選手、剣道教室の
先生だったからです。物心ついた時には、既に竹刀を握っ
ていました。
　父の指導は大変厳しく、内容は前時代的で、よくトイレ
に駆け込んで泣いていたことを今でも鮮明に覚えていま
す。しかし、中学・高校に進学してから現在の恩師や同期と
出会い、己の力を高めるという剣道の魅力とレギュラーの
座を射止めることで、剣道への楽しみを見出すことができ
ました。
　大学では、3年時にチーム初の男女アベック優勝に主力
メンバーとして貢献することができ、仲間と喜びを分かち合
えたことが、今でも人生最大の感動の一つです。この時は、
選手生命が危ぶまれる大ケガから復活して、マイノリティな
「二刀流」にコンバートしたことも功を奏しました。
　今後の目標は、東京都代表として毎年11月3日に行われ
ている「全日本剣道選手権大会（天皇杯）」に出場すること
です。弟が3年前に出場していて、私も東京都予選を勝ち
上がり、本選に出場して、弟と同じ景色を見てみたいと
思っています。そのためにも、日々の鍛錬・稽古から力を抜
くわけにはいきません。

ＯＡＧグループの経営計画発表会を開催しました
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「剣道と私」
（株）ＯＡＧコンサルティング　川井愼介

私のOf　f-Time

私たちＯＡＧグループ各社は、常にお客さまと共に歩み、最も信頼されるパートナーでありたいと考えており
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ご意見・ご要望はこちらへ　→　ＯＡＧグループ　グループ戦略部　広報　Tel.03-3237-7500

本誌・ＯＡＧグループに対するご意見・ご要望をお寄せ下さい
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発　行　ＯＡＧグループ
　　　　ＯＡＧ税理士法人／（株）ＯＡＧコンサルティング
　　　　（株）ＯＡＧビジコム／（株）ＯＡＧアウトソーシング
　　　　ＯＡＧ監査法人／ＯＡＧ弁護士法人
住　所　東京都千代田区五番町6-2　ホーマットホライゾンビル
　　　　tel.03-3237-7500 / fax.03-3237-7510
発行人　ＯＡＧグループ　代表　太田孝昭
編集人　ＯＡＧグループ　グループ戦略部　広報

　いよいよ4月になり、新たな環境で、仕事に臨まれる方も多いのでは
ないでしょうか？…などといわれると、素直な私はリフレッシュした気持
ちになったりするのですが、ここでふと疑問が浮かびます。「そういえ
ば、1月にも同じようなことを言われた気がする。どうして1月に『新年』
を迎えたのに、4月にまた『新年度』を迎えるのだ？』
　調べてみると、これには日本の生活周期が関係していたようです。明
治時代、日本の税収源の米は、農家が秋に収穫した後、現金化して納税
していました。そのため、新年度のスタートを1月にすると予算編成が間
に合わず、４月にしたのだとか。※諸説あります
　会計期間ひとつ取っても、奥深い日本の文化・歴史が隠されていま
す。ふとしたことからも、先人の知恵に学んでいきたいですね。（あ）

＜編集後記＞

Photo by Yasuyoshi Wada

the Heartful
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太田孝昭が語る春夏秋冬
「挑戦者求む」

全社員が対象の「ＯＡＧ Challenge Award 2019」を創設！

企業の安定的な発展のために
内部不正の調査結果が示す対策の必要性
ＯＡＧ監査法人　大阪事務所　辻　泰崇

ＯＡＧグループの経営計画発表会を開催しました

私のOff-Time

今後のセミナー開催予定

2019年3月25日発行

2019 年 4月号

168Vol.

元気な企業をつくる！

《今後のセミナー開催予定》

菜の花が満開と聞いて、三浦半島の「長井海の手公園」、通称「ソレイユの丘」を訪ねました。東京から京浜急
行の終点「三崎口」駅まで1時間半、駅からバスで15分の所にあります。菜の花と相模湾と富士山のコラボが
撮れるということでしたが、残念ながら富士山の姿は見えず、しかし相模湾に浮かぶ江ノ島は撮ることができ
ました。ウィークデイの風が冷たい日で閑散としていましたが、カメラ片手の中高年が菜の花を写真に収め
ていました。三浦半島は30年前に子供を連れて海水浴に来たことがありますが、折角ですから軍港都市を見
ようと、初めて京急「横須賀中央」駅に降り立ちました。先ずは、世界三大記念艦の一つである「三笠」が保存
されている三笠公園で、日露戦争で活躍した「三笠」の艦内を見学。その後、米軍と海上自衛隊の艦艇が見え
る港までブラブラ歩きました。米軍基地の街なので飲食店や雑貨店などには横文字の看板が目立ち、海岸線
に丘陵が迫り、住居が所狭しと並んでいて、坂とトンネルが多い印象でした。横須賀グルメの定番・海軍カ
レーを食べる時間も無く、汐入駅から電車に飛び乗ったいつもながらの慌しい旅でした。
※ソレイユの丘：相模湾、富士山、湘南を望む岬に広がる「ソレイユの丘」。春は菜の花、秋はコスモスが咲き
　　　　　　　　誇ります。広い園内では、四季を通じて野菜や果物の収穫体験もできます。ふれあい動物村
　　　　　　　　では、カピバラやカンガルー等かわいい動物との触れ合いも楽しめます。
※三笠公園：京急「横須賀中央駅」から徒歩15分の所にある三笠公園は「水と光と音」がテーマで、音楽に合
　　　　　　わせて舞う噴水や、ダイナミックな壁泉、高さ18メートルのモニュメントなどが多数点在し、芸術
　　　　　　と歴史を体感できます。戦艦「三笠」の後ろには、東京湾を行き交う船や猿島も望めます。

http://www.oag-tax.co.jp/
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開催日 名　称 会　場

※セミナーに関するお問い合わせは、広報誌担当（03-3237-7500）までご連絡ください（【有料】表示以外は無料です）

ソレイユの丘の菜の花畑 戦艦「三笠」江ノ島
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ＯＡＧ税理士法人7階セミナールーム（JR・地下鉄市ヶ谷駅徒歩3分）　5月23日（木）
 

事業承継セミナー




